
連携自治体紹介兼体験プログラムシート 
 

自治体名 福島県喜多方市 

自治体の概要 

主な特色 

PR ポイント 

 
福島県の北西部、会津盆地の北に位置し、東に裾野を広げる雄国山、北西

にそびえる飯豊連峰、南部を横断する阿賀川に囲まれ、肥沃な土壌と豊かな

水、広大な山林の恵みに満ちた自然豊かなまちです。 

市の面積の約７割が山林で、東部、西部、北部地域を中心に山林が広がっ

ており、市の中心部から南部にかけては、平坦な地形で、市街地を囲むよう

に田園地帯が広がっています。 

全国的に知られる「喜多方ラーメン」をはじ

め、その背景にある自然、歴史、文化、食など

特色のある豊富な地域資源があります。 

 

【人 口】約 42,000 人（約 16,000 世帯） 

【フード】ラーメン、そば、鳥皮モツなど 

【自 然】花(桜、菜の花、ひまわりなど)、飯豊山 

 

魅力あふれる自然や美味しい食が皆様をお迎えします！ 

 
 

アクセス方法 

○自動車 

【川口JCT】－東北自動車道（約160分）－【郡山JCT】－磐越自動車 

（約40分）－【会津若松IC】－一般道（約25分）＝【喜多方】 

○鉄 道 

【東京駅】－東北新幹線（約85分）－【郡山駅】－JR磐越西線（約85分） 

－【会津若松駅】－JR磐越西線（約15分）－【喜多方駅】 

【浅草駅】－東武線特急（約190分）－【会津田島駅】－会津鉄道（約70分） 

－【会津若松駅】－JR磐越西線（約15分）－【喜多方駅】 

主な地域課題 

 
・喜多方ラーメンやそばなど「食」を目的に多くの観光客が訪れる一方で、

滞在時間が短く、観光消費額単価が低いことが課題となっています。この

ため、宿泊に繋がる「日本酒を活用したイベント」や「宿泊施設の高付加

価値化」などに取り組んでいます。 

・人口減少や高齢化の影響は、本市観光を支える「観光人材」にも大きな影

響を与えており、ラーメン店の高齢化等による閉店やメイン通りのシャッ

ター化などが相次いでおり、都市部からの若者の移住や企業等の参入（サ

テライトオフィス開設）などに取り組んでいます。 

・喜多方が「ラーメンのまち」として全国に知られるようになった背景に

は、「蔵のまち」として NHK で特集された経緯があり、市内には約 4,000

棟の蔵が現存していますが、老朽化や持ち主の高齢化などを受け、解体さ

れる物件もみられる現状にあります。 

 

受入時期 2024 年９月～12 月 

別紙４ 



連携自治体紹介兼体験プログラムシート 

ワーケーション 

プログラム内容 

 
右記のプログ

ラムから、泊

数に応じてご

希望の内容を

組み合わせて

実施していた

だきます。 

 
喜多方の豊かな自然が生み出す暮らしや文化・人と触れ合うことを軸に、

地域ならではの価値や体験を通して、社員個人や組織の“Well-being”を向

上していただく機会とします。 
 
【体験プログラムの例】 ※体験料は別途要相談 

⑴ 農産物生産加工体験 

米・野菜・果物などの生産農家にお

いて農作業体験を行うとともに、収穫

物を原材料とする日本酒や果実酒など

を醸造または加工していく行程を体験

する。 

⑵ 伝統工芸体験 

小学生の給食食器としても使われる

ほど暮らしに根付く会津喜多方漆器の

製造や加工などを体験する。 

⑶ 喜多方ノスタルジー体験 

明治・大正からの歴史を持つ蔵の街並みを着物姿で巡るなど、古き良き

時代の懐かしさを感じながら、普段とは異なる時間の流れやその地域で育

まれてきた文化を体験する。 

⑷ 季節や地域に合わせたボランティア活動 

日中線しだれ桜並木の清掃や、蔵の利活用に伴う片付け作業、雪かきな

ど、季節や地域に合わせたボランティア活動の実施。 
 
【ワーク時間の過ごし方事例】 

・重要的建造物群保存地区の小田付蔵通

りにある蔵を改装したワーケーション

HUB を使用し、リモートワーク等を行う

ことができます。 

・会津盆地を一望することのできる市内

雄国地区をはじめ自然の豊かなエリア

において、リモートワークやオフサイ

トミーティング等を行うことができま

す。 
 
【地域事業者とのビジネス“協創”ミートアップ】 

主に次世代を担う若手経営者と、地域課題の解決や新たな価値の創出に向

けた協議の場を設けます。 

 

主な対象事業者 地域事業者との協創に関心があり、自然環境を生かした発展に寄与する企業 

受入上限数 ３社 

事業者に期待す

ること 

⑴ ラーメンだけではない「喜多方」という地域の魅力を体感し、社員およ

び組織の Well-being 向上 

⑵ 喜多方の自然文化を資源と、より活用できる新たな取組の協創 

⑶ 港区と喜多方市のコラボレーションにより、日本国内にとどまらず、世

界へも訴求できるアイディアの創出 

留意事項 天候により、体験プログラムに変更が生じる場合があります。 
 


